
群馬工業高等専門学校　2007 年度シラバス　7000220004CC/20120321

( 科目コード：7000220004CC)

【改訂】第 1 版（2008-03-31）
【科目】英語 A

【科目分類】一般科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】環境都市工学科・4 年次
【担当教員】

八鳥 吉明

【授業目標・教育方針】
　高専の１年次から３年次に習得した基礎的英語力（内容としては高校英語の基本事項）をもとに、大学入試に出題
された英語長文を読むことで、英語長文に対応する読解力を養成することを目的とする。
　具体的には、英語長文総合問題を解きながら、重要語彙とその発音の理解の徹底、標準的な熟語の習得、英文法や
英語構文の知識の（再）確認、英文全体の論理構造を理解する力の養成を目指す。

【授業概要】
１．語彙・熟語・・英語力強化には語彙力・熟語力の増強は必須であるとの認識から、語彙・熟語の習得を促進する。
２．発音・・・・・英語の発音に注意を払い、発音問題にも取り組む。
３．英文法・・・・英文読解を行いながら重要な文法事項を反復して学習することで、英文法の基礎事項を再確認す
　　　　　　　　　る。
４．英語構文・・・個々の英文の構造（構文）を意識した英文解釈法の解説と実践を行う。
５．論理構造・・・英文全体の論理構成・論理展開を把握しながら読む訓練を行う。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：Take a Shot at English Reading 新標準読解演習：CHART INSTITUTE：数研出版：4410378945

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
授業形式：座学
使用機器：ＣＤプレーヤー

【メッセージ】
　英語の習得には、「英語は大切だと思う」とか「上手くなりたい」といった気持ちや希望が大切ですが、残念なが
ら、思いや気持ち、そして希望だけで英語が身に付くことはありません。英語習得には根気や粘り強さ、つまり並々
ならぬ努力が必要です。
　予習・復習にしっかり時間をかけてください。その際、辞書を徹底的に活用することを面倒がらないようにしてく
ださい。
　さらに、TOEIC や英検等の外部試験を利用して自分の実力を確認する機会を持つことも英語学習上有効でしょう。
　そして、普段から英語に接する時間を自分から積極的につくるようにしてください。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：20%，期末試験：20%，レポート：10%
［後期］中間試験：20%，期末試験：20%，レポート：10%

【本校の学習・教育目標】
◎ (E) コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力を身につける．

【JABEE 評価】
(f) 日本語による論理的な記述力，口頭発表力，討議等のコミュニケーション能力および国際的に通用するコミュニ
ケーション基礎能力

- 1 -



群馬工業高等専門学校　2007 年度シラバス　7000220004CC/20120321

【授業計画】（授業名：英語 A）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 イントロダクション 授業の全般的ガイダンス
 1. 授業の目的と方向性
 2. 授業の展開の仕方
 3. 授業に対する学習法
 4. 課題の内容
 5. 成績評価の方法

第 2 回～第 7 回 1 章～ 5 章
（全ての章を扱う対象とするが、
時間の関係でこの中から４つの
章のみを扱う場合もある）

 1. 接続詞の働きをする every time
 2. 過去の習慣を表す would
 3. It ～ for 人 to- 不定詞
 4. as ～ as one can
 5. make [help] ＋Ｏ＋動詞の原形
 6. 同格表現
 7. put Ｏ ～
 8. カタカナ語と英語の意味の違い
 9. little の比較表現
10. 譲歩を表す even if ～

課題

第 8 回 前期中間試験 既習の学習事項の確認
第 9 回～第 15 回 6 章～ 10 章

（全ての章を扱う対象とするが、
時間の関係でこの中から４つの
章のみを扱う場合もある）

11. 助動詞＋ have ＋過去分詞
12. too ～ to ...
13. for the purpose of ～ ing
14. 仮定法過去
15. 非人称の it
16. 関係詞の継続用法
17. 倍数を表す表現
18. Nor の用法
19. have ＋Ｏ＋過去分詞
20. the ＋比較級～ , the ＋比較級…

課題

第 16 回～第 22 回 11 章～ 15 章
（全ての章を扱う対象とするが、
時間の関係でこの中から４つの
章のみを扱う場合もある）

21. 疑問詞＋ to- 不定詞
22. see ＋Ｏ＋～ ing
23. 無生物主語構文 1
24. be likely to ～
25. 名詞＋同格の that
26. 強調構文の It is ～ that ...
27. It seems that ～
28. 分詞構文（付帯状況）
29. like it or not

課題

第 23 回 後期中間試験 既習の学習事項の確認
第 24 回～第 30 回 16 章～ 20 章

（全ての章を扱う対象とするが、
時間の関係でこの中から４つの
章のみを扱う場合もある）

30. have ＋Ｏ＋ to do with
31. 付帯状況を表す with
32. 部分否定
33. When it comes to ～ ing
34. as far as ～
35. It is possible that ...
36. 無生物主語構文 2
37. one, another, some, other
38. no matter how

課題
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